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概要 

 

 

本財団は、車両競技に関する情報処理を担当する団体として、競輪関係団体との

協調のもとに、業績の向上及び車両情報システムの経済性、安全性及び拡張性の確

保を目指して同システムの開発及び運用事業を実施し、競輪の円滑な開催運営に寄

与することに努めた。 

次世代車両情報システムの開発については、平成 21年 10月に次世代トータリゼー

タシステムのセンターシステムを稼働させ、同年１１月から１０拠点において順次新シス

テムへ移行した。また、インターネット競輪動画配信サービスシステムを開発し、サービ

ス開始に向けて準備を行った。 

また、電話投票サービスについては、前日発売時間の拡大、携帯アプリの対象機種

の拡大等を実現するための開発を実施した。また、競輪諸制度改正への対応として、

Ｓ級Ｓ班選手の追加、日本競輪学校卒業期の３桁化を実現するためのシステム改修

等を実施した。 

システムの運用管理については、競輪運営に必要な競技関連及び投票関連情報

が円滑かつ確実に処理されるようシステムの信頼性及び安全性並びに新たに稼働し

た次世代トータリゼータシステムに留意した運用管理を行った。また、危機管理マニュ

アルに基づきシステム障害の未然防止及び障害発生時の迅速で的確な対応に努め

たが、システム障害が発生し、お客様等にご迷惑をおかけすることとなった。 

なお、一部事業の実施にあたっては、（財）ＪKA の自転車等機械工業振興資金によ

る「競輪の補助金」を受けて車両情報システムの研究開発を行った。 



2 
 

 
１．事業運営 

 

本財団は、車両情報システムの開発及び運用事業を円滑に実施するため、関係

団体等からの要望を踏まえ、関係団体等と事業運営について検討した。 

理事会及び評議員会において、事業運営の重要事項について審議・決定し、適

切に事業運営を行った。 

  なお、本財団の事業運営に係る重要事項については、主務官庁等への承認申 

請、事業計画書等の提出を行って実行した。 

〔資料 1～３〕 

 

２．次世代車両情報システムの開発及び展開 

 
次世代車両情報システムとして、平成21年10月に次世代トータリゼータシステム（Ｔ 

ＺＳ）のセンターシステムを稼働させ、同年 11 月から立川競輪場等１０拠点において

順次新システムへ移行した。また、平成21年８月にインターネット競輪動画配信サー

ビスシステムを開発し、サービス開始に向けて準備を行った。 

 
（１） 次世代ＴＺＳの構築及び展開 

  次世代ＴＺＳの構築では、ＴＺＳに係る導入・運用経費の削減、相互払戻の実現、
車券発売時間の柔軟な対応、制度改正への迅速な対応に応えるため、前年度に

引き続き、一次開発として投票システム、場間場外システム、情報提供システム、ネ

ットワークシステムの開発等を実施した。また、二次開発として、キャッシュレス発払

端末標準インタフェースの策定、静止画・音声サービス（ＪＳＯ）システム、出走表作

成システムの開発を行った。 
   平成 21年 10月 22日に投票システム、場間場外システム、情報提供システム及
びネットワークシステムのセンターシステムを稼働させた。同年 11月 12日に立川競
輪場が初稼働して以降、平成 22年 3月末までに計 10拠点が新システムへ移行し
た。〔資料４，５，１０〕 

 なお、発払機を入れ換える一部の拠点については、経費削減及び発払機機能

の標準化を図るために発払機の共同調達を実施した。 
 
ア．一次開発 
①投票システム 
   各競輪場・場外車券売場の発払機に関する車券の発売・払戻を一元的に
制御するとともに、票数の集計、場間場外システムと票数・払戻金データを送
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受信するシステムを開発した。この開発の中では、次世代ＴＺＳに発払機を接

続するためのインタフェースを策定した。他方、現行の発払機についてはイン

タフェース変換機能（コンバータ）を介して接続するため、コンバータを開発し

た。 
②場間場外システム 
投票システムで集計された票数と払戻金について、場間の中継を行うシス 
テムを開発した。 
③情報提供システム 
各拠点の情報制御システムに払戻金・オッズ・残時間の送信項目を追加す 
る等標準のインタフェースを策定し、情報提供システムを開発した。また、車

券発売を行っている民間サイトに対して同じインタフェースによる情報提供を

行うこととした。 
④ネットワークシステム 
  各拠点の発払機、情報映像系機器とセンターシステムとを接続するために

通信回線ネットワークシステムを構築した。 
⑤競輪情報検索システム（ＫＩＳＳ） 
投票システムからのデータをＫＩＳＳに反映させるための改修を行った。 

  ⑥一斉同報システム 
     次世代ＴＺＳの展開等を踏まえ、一斉同報システムを開発した。 
 
イ．二次開発 
①キャッシュレス発払端末標準インタフェースの策定 
拠点におけるキャッシュレス発払端末を投票システムに接続するために、標

準インタフェースを策定した。 
②静止画・音声サービス（ＪＳＯ）システム、出走表作成システムの開発 
  拠点においてオッズ画面等の提供を低コストで効率的に行うためＪＳＯシス

テムを開発した。また、拠点において出走表作成を低コストで効率的に行うた

めに出走表作成システムを開発した。 
 
（２）インターネット競輪動画配信サービスシステムの開発及び準備 

 各競輪場が独自に行っているインターネットによる競輪の動画配信サービスを統

一し、他公営競技と比較して優れたサービスを提供するとともに、運用コストの削減

を図るため、前年度に引き続きインターネット競輪動画配信サービスシステムを開発

し、平成 21 年 8 月にインターネット動画配信ポータル「KEIRIN.JP ストリーム」の開

発を終了した。 

 KEIRIN.JP ストリームは、①各競輪場のライブ及びオンデマンド動画の配信サー



4 
 

ビスを簡単な操作で選択・変更することができる、②最大３開催のライブ映像画面を

同時に視聴できるとともに２種類ある画質（通信速度）の変更が簡単にできる、③イ

ンターネット投票画面に簡単な操作で遷移することができる、④パソコン向け画面及

び携帯電話向け画面のサービスがある、⑤条件を指定して過去のレース映像を検

索することができる等の特徴を持っている。 

開発終了後、本稼働に向けて競輪場からの映像集配信システムとの接続のため

の調整等を行うとともに、稼働環境の検証及びデモンストレーション映像を使用した

施行者担当者向けの操作説明会を開催した。また、将来想定されるハイビジョン

（HD）映像配信について、試験的に HD 環境を構築し実証実験を実施し、現在の
システムをアップグレードした際に最適な画面解像度、配信速度等のシステム仕様

について明らかにするとともに、HD の普及展望、現時点で想定される経費、課題
等について取りまとめた。 

 

３．システムの研究開発 

システムの研究開発として、電話投票サービスについては、前日発売時間の拡

大、携帯アプリの対象機種の拡大等を実現するための開発を実施した。また、競輪

諸制度改正への対応として、Ｓ級Ｓ班選手の追加、日本競輪学校卒業期の３桁化を

実現するためのシステム改修等を実施した。 

 

（１）サービス向上を目指した開発 

ア 携帯向け投票用アプリの開発 

ソフトバンク携帯向けの投票用アプリについて、平成 22年４月提供開始に向

けて開発を実施した。また、平成 21年 3月から提供を開始したＮＴＴドコモ携帯

向けの投票用アプリについて、新規発売機種に対する動作検証を３回実施し、

対象を４５機種拡大した。 

さらに、マイページ機能の追加についても、平成 22 年４月提供開始に向け

た開発を実施した。 

 

イ KEIRIN.JPの改善 

KEIRIN.JP について、携帯向け投票入力画面に投票限度枚数を表示する、

パソコン向け最新のＯＳ・ブラウザに対応する等の改修を実施した。 

また、電話投票については、競輪ネットバンク会員を対象として前日発売時

間を 23時まで延長する改修を実施し、平成 21年 12月からサービスを提供し
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た。 

 

ウ 現行システムの改修 

「開催管理システム」及び「競輪情報検索システム」について、検索画面に直

近４か月成績のバック本数表示を追加する等の改修を実施した。 

 

（２）信頼性向上を目指した開発等 

ア インターネット投票システムのＫＥＩＲＩＮグランプリ０９対応 

KEIRINグランプリ０８開催時のアクセス、負荷等の状況について分析・評価し、

インターネット投票システム内のネットワークの通信回線の高速化等を実施し

た。 

イ 総合監視システムの対象拡大 
 次世代ＴＺＳをシステムの監視対象に追加した。 
ウ セキュリティ診断対応開発 

前年度、KEIRIN．JP を対象として実施したアプリケーション診断及びネットワ

ーク診断の結果を踏まえ、セキュリティの一層の向上を図るための開発を実施

した。 

 

（３）制度改正対応の改修 

 制度改正への対応として、S 級 S 班選手の追加に対応した改修を実施するとと

もに、特別競輪等出場選手選考基準の見直しに対応した出場選手選考帳票のプ

ログラム改修を実施した。 

また、日本競輪学校の卒業期が３桁（100 期生）となることに対応するシステム改

修を実施した。 

 

（４）調査研究 

ア 次世代ＶＩＳ（車両情報システム）の調査研究 

重勝式発売の開発において、新規導入する重勝式投票受付サーバ及び重勝

式情報提供システムの調達にあたり、今後のシステムライフサイクル終了時期を見

据えたシステム構成を策定した。また、発売時間拡大、ミッドナイト競輪、女子ケイ

リン等への開発期間、開発コスト等について検討した。 

 

イ 映像集配信システムの調査研究 

インターネット競輪動画配信サービスと関連して、競輪関係団体において検討

しているレース映像の集配信ネットワークシステムの構築及びサービスの提供の

あり方について、競輪関係団体と連携して調査研究を行った。 
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   ウ 障害未然防止策の研究 

 平成 21年 3月に発生した競輪ネットバンクシステム障害等を踏まえ、システム
開発、システム移行等に際して、検討・確認を確実に実施する方策について研究

し、次世代ＴＺＳ構築に活用した。 

 

 

４． システムの運用管理 

 

 競輪運営に必要な競技関連及び投票関連情報が円滑かつ確実に処理されるよ

うにシステムの信頼性及び安全性並びに平成 21 年度に稼働した次世代トータリゼ

ータシステム（ＴＺＳ）に留意した運用管理を行った。また、危機管理マニュアルに基

づき障害の未然防止及び障害発生時の迅速で的確な対応に努めたが、システム

障害が発生し、お客様等にご迷惑をおかけすることとなった。 

 

（１） システムの運用管理 

ア 車両情報システム（ＶＩＳ）の運用管理 

次の業務に関する情報処理、機能提供等が円滑かつ確実に実施されるように、

ＶＩＳの運用管理を行った。 

① 競技関連業務 

      全国の競輪場及び関係団体から、競輪の開催に必要な関連情報を収集・ 

蓄積・管理するとともに、開催運営に関する情報の提供を行った。 

    ② 投票関連業務 

      特別競輪等の開催時に本場・場外間の通報業務を行った。なお、通報シ 

ステムを利用した場外発売（場間場外、独立場外）の発売延日数は、34,131 

日、対前年度比 133.5％（うち場間場外の発売日数は 11,559 日・対前年度比 

107.2％、独立場外の発売日数は、22,572 日・対前年度比 152.7％）であった。 

〔資料６〕 

また、電話投票の加入者数は、平成 22年３月末現在で 310,468 名であっ 

た。（平成 21年３月末と比べて 29,063 名増加（110.3％））うち、インターネット 

投票の加入者数は、208,286 名（同 33,251 名増加（119.0％））、さらにネットバ 

ンク会員数は 150,298 名（同 31,198 名増加（126.2％）であった。 

〔資料７〕 

 

    ③ 情報提供関連業務 

        関係団体、競輪場・場外車券売場、共同通信社・各加盟新聞社、（株）車両
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スポーツ映像、電話投票会員、インターネット利用者に対して、それぞれに対

応したシステムにより競輪関係の各種情報を提供した。 

〔資料８，９〕 

④ KEIRIN.JP 関連業務 

  KEIRIN.JP により、パソコン及び携帯電話によるインターネット投票の受付

及び各種情報提供を行った。 

⑤ 次世代ＴＺＳ関連業務 

 次世代ＴＺＳにより、車券の発売・払戻の制御、票数の集計その他付随する

業務を実施した。 

 

イ  KEIRIN.JP 支援業務 

      KEIRIN.JPのコンテンツ作成の支援、データ更新等を行うとともに、お客様から 

の操作方法に関する照会に対応した。 

 

  ウ  次世代ＴＺＳ支援業務 

     次世代ＴＺＳ移行前に、各拠点の運用体制及び運用方法を検討するため、拠

点の統制業務等の調査・確認を行った。また、移行に際して、接続試験時にはセ

ンタ側でリハーサル環境を設定し、試験・確認を支援した。 

       次世代ＴＺＳ移行後に、拠点の運用支援を実施した。特に、次世代ＴＺＳ移行直

後の発売時及び本場開催時には、拠点に出向いて運用支援を実施した。 

 

エ システム監視、データバックアップ等 

総合監視システムによりネットワーク機器を含めたＶＩＳの稼働状況を一元的か

つ的確に監視した。また、障害の未然防止及び障害発生時の回復手段に活用

するため、ログデータの収集、データのバックアップ等を実施した。 

 

オ 重勝式投票への対応 

競輪場（16場）が実施する重勝式投票に関する情報（紙媒体）を、共同通信社 

等に提供した。 

 

カ ナイター競輪開催対応 

  ナイター競輪の開催に対応して、ＶＩＳの運用管理を行った。なお、ナイター競輪

は９場で 334 日開催された。（前年度は７場で 272 日） 

     

（２） 障害の未然防止及び障害発生時の対応 

危機管理マニュアルに基づき、次のとおり実施・対応した。 
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ア システムの保守 

障害の未然防止のため、定期的にシステムメンテナンスを実施した。 

 

イ 危機管理マニュアルの見直し 

平成 21 年６月及び 12月に、新たに稼働したシステム及び障害発生事例を反 

映して危機管理マニュアルを見直した。 

 

ウ  リハーサル等の実施 

災害・障害時の対応について、施行者、日本自転車競技会及びトータリゼータ

システム保守会社との連携を強化するため、ＧⅡ以上の開催において一斉リハ

ーサル及び前検リハーサルを実施した。 

 

エ 障害訓練の実施 

運用委託会社と計画的に障害訓練を実施した。  

 

   オ システム障害の事例 

      平成21年度に発生したＶＩＳのシステム障害は９件（軽微な障害を除く。）で、こ

の障害事例は次のとおりである。 

    ① 電話投票音声応答システム障害 

      電話投票前日発売時間を延長した平成２１年１２月４日の午後１０時から１時 

     間、電話投票音声応答システムにおいて投票の受付ができなかった。 
      原因は、音声応答システムの時間延長の設定もれであった。設定変更を実

施し復旧した。 

    ② メールマガジン配信障害 

      平成２１年１０月３日のパソコン向けメールマガジン配信において、9,600 件

中 351 件しか配信されなかった。 

      原因は、操作ミスであった。正しい操作により未配信メールを送信した。 

    ③ 次世代ＴＺＳ障害 

      平成２１年１２月１６日午前６時頃、次世代ＴＺＳの一括起動処理ができなかっ

た。 

      原因は、前日の同システムの終了処理の操作ミスであった。所定の処理によ

り復旧した。 

     

（３） 新規場外開設時等のサポート 

 新設場外１場（サテライト三股）、移転場外１場（サテライト鹿児島）に対して、次
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世代ＴＺＳの導入及び運用管理について支援した。 

〔資料１０〕 

 

（４） マシン室設備環境の整備 

次世代ＴＺＳ用に電源設備を増設するとともに、マシン室のレイアウト変更を実

施した。 

 

（５） 講習会の開催 

統制業務に携わる施行者、関係団体の新任者を対象として通報系新任者講

習会を３回実施した。 

〔資料１１〕 

 

（６） 情報セキュリティ対策 

個人情報データの取扱いを厳格に行うとともに、ＶＩＳへのアクセス制限等管理

を徹底した。 

 

（７） 運用体制の整備 

     平成 21 年 10 月から、現行システムと次世代ＴＺＳシステムが並行的に稼働す 

ることから、システムの稼働に万全を期すため、新たに次世代ＴＺＳ運用チーム

を設ける等運用体制を見直した。 

 

 

５．財団の運営管理 

 

（１） 危機管理委員会の開催 

  本財団の役職員で構成する危機管理委員会を計 14 回開催し、次世代ＴＺＳ

の運用開始や障害発生事例を反映した危機管理マニュアルの見直しを行った。

また、危機管理に関する対策の評価・検討等を行った。 

 

（２） 評価委員会の開催 

重勝式投票受付システム及び重勝式情報提供システムの評価基準書の作成

及び調達供給者の選定等について評価委員会を計５回開催した。 

〔資料１２〕 

 

（３） 経済産業省の業務及び財産状況の検査の実施 

   経済産業省の業務及び財産状況の検査を平成２２年３月１８日に受けた結果、
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問題点を指摘され、その対応策を検討した。 

 

（４） 規程の制定・改廃 

 就業規則等の改正を行った。 

〔資料１３〕 

 

（５） 職員の研修等 

危機管理マニュアルについて、システム障害時等の情報の共有と意思統一を

図るため、職員に対しての周知徹底を行った。また、パソコンを日常業務により有

効かつ効率的に活用するため研修を実施した。 

〔資料１４〕 

 

（６）公益法人制度改革への対応 
       公益認定等委員会事務局に相談する等検討に必要な情報収集を行うとともに、

公益法人制度改革への対応案を検討した。 
 

 （７）補助事業の実施 

（財）ＪKA から自転車等機械工業振興事業に関する補助事業として補助金

1,253,931,000 円の交付決定を受けて、システム開発事業等を実施した。 

     〔資料１５〕 

 

（８）職員数の推移 

平成 22年３月 31日現在の職員数は27名であり、平成 20年度末と比較して４

名増加した。〔資料１６〕 



資料１－１

回数 開催年月日 場所 議題及び報告事項

（議題）

（１）平成20年度事業報告書（案）について

（２）平成20年度収支決算書及び財産目録（案）について

第１回 平成21年6月24日
（水）

本財団会議室 （3）長期借入金について

（4）就業規則等の改正について
（5）平成21年度自転車等機械工業振興事業に関する補
助金交付申請について

（6）その他

（議題）
（１）平成22年度自転車等機械工業振興事業に関する補
助金交付要望(案）について

(２) その他

第２回 平成21年9月18日
（金）

本財団会議室 （報告）

（１）次世代トータリゼータシステム構築に関する進捗状況
について
（２）次世代トータリゼータシステムの発払機及び一斉同報
システムの機器調達について
（３）「次世代システム研究開発（インターネットによる競輪
動画サービスシステムの開発）」について

（４）その他

（議題）

（１）平成22年度事業計画書（案）について

（２）平成22年度収支予算書（案）について

（３）その他

第３回 平成22年3月16日
（火）

本財団会議室 （報告）

（１）平成22年度自転車等機械工業振興事業補助金交付
要望について

（２）平成21年度開発事業の進捗状況について

（３）競輪ネットバンクシステムの障害に係る損害額の補償
について

（４）その他

理事会開催状況一覧表



                                                            資料１－２

回数 開催年月日 場所 議題及び報告事項

（議題）

（１）長期借入金について

（２）その他

第１回 平成21年６月24日（水） 本財団会議室

（報告）

（１）平成20年度事業報告書（案）について

（２）平成20年度収支決算書及び財産目録（案）について

（議題）

（１）平成22年度事業計画書（案）について

（２）平成22年度収支予算書（案）について

第２回 平成22年3月16日（火） 本財団会議室

（報告）
（１）平成22年度自転車等機械工業振興事業補助金交付
要望について

（２）平成21年度開発事業の進捗状況について

（３）競輪ネットバンクシステムの障害に係る損害額の補償
について

評議員会開催状況一覧表



1．役員
平成22年3月31日現在

役　職 氏　　名 備　　　　考

理事長 阿部　毅一郎 財団法人日本自転車普及協会　会長

専務理事 上　金　孝　平 財団法人車両情報センター　

常務理事 市　川　清　義 財団法人車両情報センター　

理　事 奥　村　 康  志 財団法人ＪＫＡ　理事

理　事 武　　　晋　一 社団法人全国競輪施行者協議会　常務理事

理　事 森　　　一　起 財団法人日本自転車競技会　理事

理　事 鈴　木　茂　樹 財団法人日本情報処理開発協会　常務理事

理　事 藤　澤　一　就 財団法人日本棋院　棋士

理　事 南　波　幸　雄 産業技術大学院大学　教授

理　事 山　名　早　人 早稲田大学理工学術院　教授

監　事 吹　譯　正　憲 財団法人新機能素子研究開発協会　専務理事

監　事 池　田　　　弘 財団法人日本自転車普及協会　監事

（敬称略）

任期：平成23年3月31日

役員及び評議員名簿

（平成21年度）

資料２－１



2．評議員
平成22年3月3１日現在

氏　　名 備　　　　考

阿　部　輝　彦 帝京大学文学部　教授

　　太 田 　健一郎 社団法人科学技術と経済の会　常務理事

上　條　史　彦 元東海大学情報処理研究教育施設　教授

小　林　盾　夫 財団法人日本自転車競技会　会長

坂　内　正　夫 国立情報学研究所　所長

下　重　暁　子 財団法人ＪＫＡ　会長

中　村　一　巖 社団法人全国競輪施行者協議会　理事長

牧　野　　　力 財団法人日本情報処理開発協会　会長

　 　山　田　紘　祥 文教大学国際学部　教授

（敬称略：五十音順）
任期　：　平成２２年１０月３１日

資料２－２



資料3

年月日 事　項

平成21年5月11日 　理事の変更登記（東京法務局）

平成21年5月28日 　理事の変更届出（経済産業大臣）

平成21年6月26日 　平成21年度事業計画書及び収支予算書提出（経済産業大臣）

平成21年6月26日 　平成20年度事業報告書並びに収支決算書及び財産目録等提出（経済産業大臣）

平成21年10月21日 　長期借入金の承認申請について（経済産業大臣）

平成21年10月26日 　長期借入金の承認（経済産業大臣）

承認等一覧表



東京IDC 車両ｽﾎﾟｰﾂ映像
（スピードチャンネル）

銀行

加盟会員(新聞社）

＜次世代ｼｽﾃﾑ専用場外＞

＜独立場外＞

BK2

TZSﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ
端末

TZS

発券機・払戻機

発券機・払戻機

＜既存システム競輪場専用場外＞

ＩＮＳ-C

インターネット網

共同通信社

電投加入者

平成22年3月現在

　　 開催管理
 　サーバ

ＪＴ１

　ST1(リハ系)

総合監視

KDP
ｻｰﾊﾞ

電話投票ｻｰﾊﾞ 競技情報系ｻｰﾊﾞ
＜VIC＞＜ＣＴＣ＞

電投加入者管理端末

競技会本部
全輪協

競技会支部
関係団体

TZS

＜既存ｼｽﾃﾑ競輪場＞
＜場外競輪場＞

通信制御装置

＜次世代ｼｽﾃﾑ競輪場＞

バンクアンサー

　ST1（1系）　　（2系）

競輪場向けＶＩＳ情報提供
サービスシステム

公衆網
電話投票SPR

情報案内SPR

ST2

BK2

TZSﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ
端末

発券機・払戻機

TZSアダプタ

端末１

競輪場向け
VIS情報提供

サービスシステム

KEIRIN.JP

<

<

<

<

日刊紙等

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ投票
ｻｰﾊﾞ

広域Ｅｔｈｅｒｎｅｔ網
ネットバンク

IPＦＡＸ

一斉同報
端末 IPＦＡＸ

IPＦＡＸ

IPＦＡＸ

IPＦＡＸ

IPＦＡＸ

一斉同報
端末

一斉同報
端末

一斉同報
端末

一斉同報
端末

一斉同報
端末

IP電話網
電投加入者

DJ2

端末１ 端末２

広域
Ｅｔｈｅｒｎ
ｅｔ網

IP-VPN　　　No.1回線(ST、DJ、開催管理共用）　　　　
　　　　　　　　　　　No.2回線(ST、DJ、BK、開催管理、G/W共用）

KNB
ｻｰﾊﾞ

KEIRIN.JP

参加選手
管理ｻｰﾊﾞ

賞典端末

審判端末

番組端末

統制端末

賞典端末

審判端末

番組端末

統制端末

端末２

発券機・払戻機

開催管理端末

開催管理端末

開催管理端末

　　次世代
　　ＴＺＳ本体

拠点間ネットワーク
No.1回線、No.2回線、No.3回線(次世代ＴＺＳ、開催管理共用）

（競輪場以外はNo.1回線とNo.3回線を使用）

発券機・払戻機

操作端末
・
・
・

操作端末

通信制御装置

操作端末

ＪＴ２情報制御装置

音声変換装置映像変換装置

操作端末

情報制御装置

映像変換装置

音声変換装置

操作端末

資
料
４

1-1-2.ＶＩＳネットワーク構成



資料５

平成22年３月31日現在

都道府県名 競輪場名 次世代ＴＺＳ移行日

北海道 函館競輪場

青森県 青森競輪場

福島県 いわき平競輪場

新潟県 弥彦競輪場

茨城県 取手競輪場

栃木県 宇都宮競輪場

群馬県 前橋競輪場

大宮競輪場

西武園競輪場

京王閣競輪場

立川競輪場 平成21年11月12日

松戸競輪場

千葉競輪場

花月園競輪場

川崎競輪場

平塚競輪場

小田原競輪場

静岡競輪場

伊東温泉競輪場

一宮競輪場

名古屋競輪場

豊橋競輪場

岐阜競輪場

大垣競輪場

富山県 富山競輪場

松阪競輪場

四日市競輪場

福井県 福井競輪場

和歌山県 和歌山競輪場

奈良県 奈良競輪場 平成22年3月2日

滋賀県 大津びわこ競輪場

京都府 京都向日町競輪場

大阪府 岸和田競輪場 平成22年3月29日

岡山県 玉野競輪場

広島県 広島競輪場

山口県 防府競輪場

高松競輪場

観音寺競輪場

徳島県 小松島競輪場

高知県 高知競輪場 平成22年2月19日

愛媛県 松山競輪場

小倉競輪場

久留米競輪場

佐賀県 武雄競輪場

長崎県 佐世保競輪場 平成22年3月2日

大分県 別府競輪場

熊本県 熊本競輪場

注）合計４７競輪場、うち次世代ＴＺＳ移行場は５場

静岡県

愛知県

岐阜県

三重県

香川県

福岡県

競輪場一覧

埼玉県

東京都

千葉県

神奈川県



　 資料６
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